













「SIC（Systematic Interdisciplinary Collaboration 
            ：組織的な異職種間協働）」 
を基盤にした学生支援システムの構築 
―学生相談カウンセラーを中心に― 
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第 1 章 問題と目的 














第 2 節 本研究の視点と概要 

























学生の質の変化・多様化 ⇒ 効果的な学生支援システム構築の必要性 
 





 本研究の視点  
１．学生支援システムとして捉える視点の導入 














 研究１   学生支援における連携・協働の現状－「学生支援システムの視点」の確認 
－複数の学生相談カウンセラーの視点より（問題点①に対応） 
Ⅱ SICを基盤にした学生支援システムの構築とその効果（A大学における実践的フィールドワーク） 
 研究２   「家族イメージ法」を導入した学生支援 
－学生相談カウンセラー・学生課長・保健師の視点より（問題点②に対応） 
 研究３   学生支援システム構築のための学生相談カウンセラーの関わり 
－学生相談カウンセラーの視点より（問題点③に対応） 












 調査協力者は、学生相談専任カウンセラー8名（男性 3名、女性 5名）であった。平均年















第 3 章 SIC を基盤にした学生支援システムの構築とその効果 
 本章は研究 2～研究 4から成る。これらはいずれも筆者がカウンセラーとしてフィールド
に身を置いて実施した、A大学における実践的フィールドワークによる研究である。 
 





















ールの部署名を記入する。④各シール間を 3 種類の線を使って繋げる。教示後、各自 FIT



























































































































































第 3 節 学生支援への効果 




















































































































χ2検定を行ったところ、前年度と比べて相談室面接に繋がる学生は多かった（χ２(1) = 9.61, 
p < .01）。また、本実践を行った年の学生相談室の相談件数は 783件で、前年度（277件）
の約 2.8 倍であり、来談率は 1.5％から 2.5％に増加した。当該年度と前年度の来談者数に
ついてχ2検定を行ったところ、有意差が見られた（χ2(1) = 4.92, p < .05）。これらは本研
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